
１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ

実績 - -
目標 - - -

指標説明（式）

実績 222 220

前年比 26年度 前年比 27年度(計画)指標単位 区分 24年度 25年度 前年比 備考

99.1 226 102.7
日

指標名２

備考
目標 225 225 100.0 225 100.0 225 100.0

前年比 26年度 前年比 27年度(計画)指標単位 区分 24年度 25年度 前年比

25年度

全体進捗率

指標説明（式） 外国人英語指導助手の勤務日数

指標名１ 学校における外国人英語指導助手の勤務日数

４　評価指標
【有効性】

項目 24年度
事業費累計
進捗率

26年度 27年度

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 8,901,206 7,799,604 88 7,968,041 102 8,606,306 108

8,606,306 108

-

-

その他 - -

7,799,604 88 7,968,041 102

-

- -

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 8,901,206

事業費 5,290,458 4,596,330 87

7,968,041 102 8,606,306

107 5,679,000 116

96

108

111 0.040

支出内訳

人件費 3,610,748 3,203,274 89 3,059,061
4,908,980

人員 参事以下職員
部長以上職員 0.024 108

合計 8,901,206 7,799,604 88

0.026 0.027 104 0.026 96

86 0.336 92 0.3240.424 0.364 96

臨時職員 0.012 0.036 300 0.040 100

95 2,927,306

前年比 備考26年度決算 前年比 27年度予算インプット指標 24年度決算 25年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

日 220 226
項目

実施の概要

実施日数 222活
動
実
績

無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 確かな学力の定着を図る

まちづくり目標
年度 26 事務事業名

施策名（中） たくましい人を育てる教育を推進する

事業番号 010202011100

無

中学校生徒

中学校での実践的な英語学習を推進し、生徒の英語力の向上を図る。

4事業の類型

中学校生徒

健やかな成長と人間力をのばせるまち 担当部局名 教育委員会学校教育課
3優先度中学校外国人英語指導助手招致事業 予算事業名 外国人英語指導助手招致事業

山本　要担当者名担当課長 坂本　浩宣

実施計画事業名

事業完了予定年度 （年度）事業着手年度 （年度）

根拠法規及び関連法規

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）
事業の全体年度

中学校での実践的な英語学習を推進し、生徒の英語力の向上を図る。

25年度実績 26年度実績 27年度計画
225

単位 24年度実績



進捗状況

妥当性

- - -

指標名２

指標説明（式）

前年比

重点事項 外国人英語指導助手による英語活動をより有効的に活用し、生徒の英語力の向上を図る。

見直事項 外国人英語指導助手の活動を精査し、より効果的に生徒の英語力向上を図る。

24

区分 内容

（２）28年度以降の改革改善内容

新規事項

方向 継続 成果 維持 総コスト 維持

効率性
手段の最適
性

教職員と連携し外国人英語指導助手による活動
場面を広げていくなど、効率的な活用を図る。

総合評価

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
（１）評価結果を踏まえた27年度の改革改善内容

事業計画に
対する進捗状
況

計画通りに進捗している。 4

具体的な評価観点 内容

有効性 成果の向上
外国人英語指導助手による活動を有効的に実施
し、生徒の英語力の向上を図る。

評価視点
６　課題として認識された点

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(26年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

目的の妥当
性

市民ニーズ 将来的にも生徒に英会話を含め、英検等の資格の取得を求められている。

有効性

成果目標（改
善）達成度

生徒への効果的な英語指導が実施でき、外国人とのコミュニケーションの抵抗
感が軽減された。

4

市民サービス
生徒の英語によるコミュニケーション能力の向上を図ることができた。
学び塾の講師参加により、小学生から英語への興味関心を高めることができ
た。

効率性

手段の最適
性

外国人英語指導助手によるネイティブの英語学習を効率的に実施することが
できた。

4

グローバル社会となっていく中で、中学生から英語に親しむ必要性は高い。

4

実績 - -
目標

26年度 前年比 27年度(計画)指標単位 区分 24年度 25年度 前年比 備考

実績 6731 6254 92.9 6915 110.6
円

目標 7421 7682 103.5 8408 109.5 8579 102.0

指標名１ 生徒１人のコスト

指標説明（式） 決算額÷生徒人数

【効率性】

前年比 26年度 前年比 27年度(計画)指標単位 区分 24年度 25年度 前年比 備考

配点 32.5

0
1
2
3
4
5
優先度

妥当性

有効性効率性

進捗状

況


